
保健福祉部医療政策課

（単位：百万円）

R5(2023) R6(2024) 増減 R5(2023) R6(2024) 増減

10,664 10,428 △ 237 291[225] 291[225] 0[0]

8,312 8,297 △ 15 54,416 54,307 △ 109

4,036 4,165 129 120,304 118,789 △ 1,515

4,100 3,956 △ 145 51.1[66.1] 51.1[66.1]     　  0[0]

1,437 1,350 △ 87 9.5 8.9 △ 0.6

184 17 △ 167 74,172 76,693 2,521

11,111 11,367 256 34,084 33,299 △ 785

10,330 10,532 202 80.5 78.8 △ 1.7

3,932 4,043 111 95.8 91.7 △ 4.1

3,518 3,484 △ 34

1,952 2,100 148

877 855 △ 22 【決算の主な特徴】

△ 447 △ 940 △ 493

13,629 12,668 △ 961

10,323 10,298 △ 25

3,306 2,369 △ 937

※平均在院日数は、緩和ケア病棟を除く。

平均在院日数（日）

単価

※66床は休床中のため、稼働病床数ベースの病床利用率も併記。
※入院患者数、病床利用率、一人一日当入院単価は、退院患者数含む。

一 般 会 計 負 担 金

材 料 費

令和６(2024)年度　(地独)栃木県立がんセンター決算の概要

一人一日当外来（円）

医 業 収 支 比 率 （ ％ ）

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

区　分

許可（稼働）病床数（床）

年間
延患
者数

入 院 患 者 数 （ 人 ）

外 来 患 者 数 （ 人 ）

病 床 利 用 率 （ ％ ）

区　分

一人一日当入院（円）

※収益及び費用の内訳は内数のため合計等は合わない。
※四捨五入により合計等が合わないものがある。

貸
借
対
照
表

資 産

負 債

純 資 産

 ・入院については、外来化学療法患者の一部を入院へ移行したため
　 在院日数が短縮となったが、在院日数の短縮及びHCU加算の算定
　 開始により、患者単価が上昇したことから、入院収益は増加し
   た。
 ・外来については、単価の高い外来化学療法患者の一部を入院へ移
   行したことなどにより、患者数・患者単価ともに減少し、収益は
   減少した。
 ・入院収益は増加したものの、外来収益が減少し、また給与費及び
   経費等の費用が増加したことから２年連続の赤字となった。

医 業 費 用

経 費

損

益

計

算

書

減 価 償 却 費

収 益

医 業 収 益

入 院 収 益

補 助 金 等

費 用

外 来 収 益

給 与 費

純 損 益



保健福祉部医療政策課

（単位：百万円）

R5(2023) R6(2024) 増減 R5(2023) R6(2024) 増減

3,437 3,552 115 120 120 0

1,656 1,818 162 36,863 38,983 2,120

1,416 1,562 145 24,945 27,714 2,769

224 243 19 83.9 89.0 5.1

329 359 30 69.6 74.3 4.7

689 633 △ 55 単価 38,418 40,057 1,639

477 476 △ 1 8,985 8,782 △ 203

11 1 △ 10 18,113 19,716 1,603

3,196 3,491 295 74.9 74.9 0

2,210 2,426 216 107.5 101.7 △ 5.8

1,406 1,592 187

154 154 0 【決算の主な特徴】

446 470 24

201 205 4

708 768 60

241 61 △ 180

6,379 6,404 25

4,969 4,970 1

1,410 1,434 24

・入院については、より効率的な病床活用に取り組んだ結果、病
　床利用率が向上し、患者数が増加した。また、患者一人あたり
　のリハビリテーション実施単位数増により、入院単価が上昇し
　たことなどから、収益も増加した。
・外来については、小児科医の増員や退院後の外来リハビリの強
　化により、収益・患者数ともに増加した。
・施設については、こども療育センター及び障害者自立訓練セン
  ターの利用者数が増加したことにより、収益は増加した。
・物価高騰やベースアップなどにより費用は増加したが、入院・
  外来収益の増加により２年連続の黒字を達成した。

施 設 費 用

※入院患者数、病床利用率、一人一日当入院単価は、退院患者数含む。

経 費

純 損 益

※収益及び費用の内訳は内数のため合計等は合わない。
※四捨五入により合計等が合わないものがある。

貸
借
対
照
表

資 産

負 債

純 資 産

損

益

計

算

書

減 価 償 却 費

収 益

医 業 収 益

入 院 収 益

施 設 収 益

一 般 会 計 交 付 金

外 来 収 益

給 与 費

補 助 金 等

医 業 費 用

一 般 会 計 負 担 金

材 料 費

令和６(2024)年度　(地独)栃木県立リハビリテーションセンター決算の概要

一人一日当外来（円）

医 業 収 支 比 率 （ ％ ）

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

区　分

許 可 病 床 数 （ 床 ）

年間
延患
者数

入 院 患 者 数 （ 人 ）

外 来 患 者 数 （ 人 ）

病 床 利 用 率 （ ％ ）

区　分

年間延施設利用者数（人）

一人一日当入院（円）

平均在院日数（日）

費 用



保健福祉部医療政策課

（単位：百万円）

R5(2023) R6(2024) 増減 R5(2023) R6(2024) 増減

2,710 2,744 34 221[165] 221[165] 0[0]

1,592 1,651 58 42,906 44,537 1,631

1,279 1,345 66 32,943 35,644 2,701

303 293 △ 9 53.0[71.0] 55.2[74.0] 2.2[3.0]

917 901 △ 16 79.4 67.0 △ 12.4

22 13 △ 9 29,819 30,207 388

2,418 2,513 95 9,183 8,220 △ 963

2,228 2,329 101 71.5 70.9 　　　△0.6

1,507 1,594 86 112.1 109.2 　　　△2.9

189 180 △ 9

337 362 25 【決算の主な特徴】

190 188 △ 2

292 231 △ 61

4,681 4,850 170

2,329 2,268 △ 61

2,351 2,582 231

給 与 費 経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

区　分

許可（稼働）病床数（床）

年間
延患
者数

入 院 患 者 数 （ 人 ）

外 来 患 者 数 （ 人 ）

病 床 利 用 率 （ ％ ）

一人一日当入院（円）
単価

入 院 収 益

一 般 会 計 負 担 金

医 業 収 益

材 料 費

令和６(2024)年度　(地独)栃木県立岡本台病院決算の概要

一人一日当外来（円）

医 業 収 支 比 率 （ ％ ）

区　分

外 来 収 益

補 助 金 等

費 用

医 業 費 用

損

益

計

算

書
※R4.2から56床は休床中のため、稼働病床数ベースの病床利用率も併記。
※入院患者数、病床利用率、一人一日当入院単価は、退院患者数含む。

純 損 益

減 価 償 却 費  ・入院については、任意入院患者の積極的な受入れや病床の効率的
　 な活用をより意識的に行ったことから、患者数が増加した。ま
　 た、在院日数の短縮により、患者単価も増加したことから、収益
   も増加した。
 ・外来については、午後診療の拡充や、デイケア利用が増えたこ
　 と、紹介患者の増加などにより、患者数が増加したものの、全
   面院外処方への移行による外来単価の減により、収益は減少し
   た。
 ・物価高騰関連補助金の減少や、物価高騰や給与改定に伴い費用
　 が増加した影響で、黒字幅は減少したが、入院収益の増加など
   により３年連続の黒字を達成した。

平均在院日数（日）

収 益

経 費

※収益及び費用の内訳は内数のため合計等は合わない。
※四捨五入により合計等が合わないものがある。

貸
借
対
照
表

資 産

負 債

純 資 産


